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こ
の
度
、
東
園
田
町
会
報
700
号

を
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

事
は
、
一
重
に
こ
れ
ま
で
長
年
に

渡
り
、
町
会
を
支
え
て
下
さ
っ
た

先
輩
の
皆
様
初
め
、
会
報
編
集
業

務
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
部
員
の

努
力
に
よ
る
も
の
と
、
衷
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
記
念
す
べ
き
会
報
の
第
１
号

は
、
終
戦
後
苦
難
の
中
、
園
和
の

町
も
復
興
の
兆
し
が
見
え
て
来
た

昭
和
26
年
６
月
、
園
和
文

化
会
創
立
と
共
に
、
会
報
第
１
号

が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
の
園
和
は
、
都
市
ガ
ス

の
導
入
や
道
路
の
舗
装
工
事
等
、

新
し
い
街
づ
く
り
が
進
む
一
方
、

昔
な
が
ら
の
田
園
風
景
が
広
が

り
、
小
川
に
は
き
れ
い
な
水
が
流

れ
、
多
種
に
わ
た
る
魚
が
生
息
す

る
、
閑
静
な
町
で
し
た
。

　
こ
の
頃
の
田
植
え
は
も
ち
ろ
ん

機
械
も
な

く
、
三
田
篠
山
地
方
か
ら
出
稼
ぎ

に
こ
ら
れ
た
植
子
さ
ん
が
、
早
朝

よ
り
田
植
え
歌
を
口
遊
み
な
が
ら

田
植
え
を
す
る
風
景
が
、
残
っ
て

い
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
か
ら
藻
川
に
も
大
き
な

異
変
が
起
こ
り
、
魚
を
捕
る
た
め

に
毒
物
を
流
し
魚
を
弱
ら
せ
て
捕

獲
す
る
人
や
、
色
染
の
反
物
を
川

に
流
し
洗
う
人
が
増

え
、水
質
汚
染
が
進
み
、川
か
ら
魚

の
姿
が
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
一
方
園
田
競
馬
場
で
は
オ
ー
ト

レ
ー
ス
が
行
わ
れ
、
轟
音
を
発
し

砂
煙
を
立
て
快
走
す
る
の
を
、
中

学
校
の
帰
り
に
よ
く
見
に
行
っ
た

創
刊
時
を
振
り
返
っ
て

古
川
　
育
宏

�
�
TMM
�
�
 
!
"
#

も
の
で
す
。
今
の
藻
川
は
川
に
も

魚
が
帰
り
、
ホ
タ
ル
も
住
め
る
よ

う
に
な
り
、
こ
の
環
境
を
後
世
ま

で
残
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
町
会
員
の

各
世
帯
で
の

70
歳
以
上
の

方
は
１
、

 

１
１

７
人
お
ら
れ
る
。
老
人
福
祉
法
で

は
70
歳
以
上
を
老
人
と
規
定
し
、

一
般
で
は
年
金
給
付
開
始
の
65
歳

以
上
を
高
齢
者
と
呼
ん
で
い
る
。

お
元
気
な
方
が
増
え
、
一
体
何
歳

か
ら
老
人
と
呼
べ
ば
良
い
の
か
躊

躇
す
る
。

　
今
の
70
歳
台
の
方
々
は
50
年
前

な
ら
50
歳
台
に
相
当
す
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
ご
病
気
な
ど
個

人
差
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
社
交
ダ

ン
ス
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
テ
ニ
ス
や

ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
方
、

肉
体
的
に
も
年
齢
よ
り
若
い
方
が

多
い
。

　
肉
体
的
な
若
さ
だ
け
で
な
く
、

精
神
的
に
も
若
さ
が
あ
る
。
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
積
極

性
を
持
っ
て
お
ら
れ
、
世
の
中
の

出
来
事
に
も
皆
さ
ん
関
心
が
高
い
。

　
過
ご
さ
れ
た
人
生
、
長
い
年
月

社
会
に
尽
く
さ
れ
た
事
へ
の
尊
敬

の
思
い
を
持
つ
と
と
も
に
、
そ
の

年
齢
に
な
っ
た
時
の
一
つ
の
モ
デ

ル
と
し
て
見
て
い
る
。

　
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
、
誠
実

に
人
生
を
送
ら
れ
て
い
る
方
を
見

る
と
、「
近
づ
き
た
い
も
の
だ
」
と

思
う
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

　
　

　
会
報
は
、
昭
和
26
年
６
月
10

日
、「
園
和
文
化
会
報
」
と
し
て
創

刊
さ
れ
、
昭
和
36
年
６
月
の
第
121

号
か
ら
、
町
名
変
更
に
伴
い
、「
東

園
田
町
会
報
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
700
号
ま
で
の
歩
み
の
中
で
、
町

会
報
は
地
域
の
出
来
事
、
要
望
事

項
な
ど
、
真
実
を
あ
り
の
ま
ま

に
、
そ
の
時
々
の
状
況
を
報
じ
て

お
り
、
地
域
に
と
っ
て
の
貴
重
な

記
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
社
会
的
生
活
基
盤（
イ
ン
フ
ラ
）

が
整
備
さ
れ
た
今
日
、
町
会
員
が

要
望
す
る
事
柄
は
、
誰
も
が
共
通

に
抱
く
明
確
な
も
の
と
は
成
り
難

く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
だ
け
に

会
報
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

町
会
員
に
報
告
連
絡
し
、
共
通
理

解
を
得
る
手
段
と
し
て
、
会
報
の

役
割
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
時
代
の
「
地
域
の
交
わ

り
」、「
地
域
の
繋
が
り
」
を
求
め

て
、「
東
園
田
町
会
報
」
は
こ
れ
か

ら
も
情
報
を
伝
え
、
町
会
員
の
意

見
を
公
開
し
、
町
会
員
全
員
の
共

通
理
解
を
助
け
、
多
く
の
会
員
が

眼
を
留
め
、
手
に
取
り
、
読
ん
で

頂
け
る
会
報
を
目
指
し
ま
す
。
　

　
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
ご
支
援
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

会
報
編
集
部
長
　

橋
本
　
春
雄

東
園
田
町
会
長
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町

会

の

動

き

地
　
区
　
長
　
会

日
　
時
　
８
月
11
日（
火
）18
時
〜

出
席
者
　
７
名

常
　
任
　
役
　
員
　
会

日
　
時
　
８
月
11
日（
火
）19
時
〜

出
席
者
　
14
名

（
同
一
議
事
の
た
め
一
括
し
て
記
載
）

話
し
合
っ
た
内
容

◇
そ
の
わ
夏
祭
り（
８
／
８
）に
つ

い
て

・
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
た
が
、

片
付
け
時
に
雨
が
降
り
、
手
間

と
日
数
が
掛
か
っ
た
。

　（
８
／
12
も
片
付
け
作
業
）

・
新
し
い
テ
ン
ト
と
経
験
に
よ

り
、
準
備
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

た
。

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
ス
ム
ー
ズ
に

進
行
し
た
。

・
テ
ン
ト
数
の
増
加
に
よ
り
、
照

明
が
暗
く
な
っ
た
。
駐
輪
場
の

照
明
も
不
足
し
た
。

・
盆
踊
り
参
加
者
も
多
く
、
ア
イ

ス
キ
ャ
ン
デ
ー
が
不
足
し
た
。

な
ど
の
意
見
を
頂
い
て
い
る
。

◇
敬
老
会（
９
／
12
）に
つ
い
て

・
出
席
予
定
者
数

　
昨
年
と
同
じ
約
360
名

・
来
賓
案
内
状
発
送
は
盆
明
け

・
記
念
品
対
象
者
は
集
計
中

・
出
演
者
・
演
目
を
決
定
し
、
８

／
24
ま
で
に
出
演
依
頼
書
送

付
。

・
記
念
品
・
弁
当
・
饅
頭
な
ど
は

昨
年
同
様
。
受
付
、
記
念
品
贈

呈
な
ど
も
昨
年
と
同
じ
。

・
写
真
担
当
２
名
。
反
省
会
は
簡

単
に
。

・
敬
老
会
作
業
の
応
援
依
頼
を
各

地
区
に
。
８
／
26
ま
で
に
回
答

・
次
回
常
任
役
員
会（
９
／
７
）で

最
終
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。

◇
会
則
改
正
の
た
め
の
臨
時
総
会

に
つ
い
て

・
11
月
に
臨
時
総
会
を
開
催
す
る

予
定（
11
／
29
　
10
時
か
ら
）。

・
町
会
員
の
過
半
数
の
出
席（
委

任
状
を
含
む
）が
必
要
な
た
め
、

地
区
会
館
を
予
約
す
る
。

・
会
則
見
直
し
委
員
会
を
９
月
18

日（
金
）に
開
催
、
理
事
会
と
共

に
、
全
町
会
員
に
会
則
の
変
更

点
と
今
回
の
総
会
の
留
意
点

（
委
任
状
と
書
面
に
よ
る
採
決
）

を
連
絡
す
る
。

◇
作
品
展
に
つ
い
て

・
日
程
は
11
／
14
〜
／
15
と
す

る
。

・
展
示
場
所
に
つ
い
て
主
催
者
の

判
断
と
す
る
事
を
説
明
す
る
。

◇
各
部
か
ら
の
報
告
　

総
務
部
　
　

・
災
害
時
の
避
難
問
題
に
関
す
る

事
前
調
査
の
報
告

・
各
地
区
で
の
個
別
訪
問
用
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
総
務
部
で
用
意
し
、

各
地
区
で
実
態
調
査
を
行
う
。

会
報
編
集
部
　

・
９
月
号
で
700
号
と
な
る
。

防
犯
部

・
防
犯
講
演
会
を
予
定
し
て
い
る

（
10
／
13
）

婦
人
部

・
婦
人
部
バ
ス
ツ
ア
ー
を
予
定
し

て
い
る
。（
10
／
２
）

環
境
衛
生
部

・
８
月
の
ク
リ
ー
ン
運
動
は
一
斉

で
は
行
い
ま
せ
ん
。
各
地
区
に

任
せ
ま
す
。

保
健
体
育
部

・
９
月
は
嵐
山
か
ら
松
尾
大
社

へ
、
10
月
は
奈
良
へ

◇
各
地
区
か
ら
の
報
告
は
省
略

次
回
地
区
長
会
・
常
任
役
員
会

　
日
時
　
９
月
７
日（
月
）

　
18
時
〜
・
19
時
〜

各
部
か
ら
の
報
告
　

総
務
部

◇
部
会

　
８
月
５
日（
水
）13
時
30
分
〜

　
８
月
10
日（
月
）13
時
30
分
〜

・
二
次
調
査
集
計

　
８
月
20
日（
木
）19
時
30
分
〜

・
会
則
見
直
し
案
作
成
　

・
二
次
調
査
発
表
方
法
　

・
今
年
度
避
難
訓
練
開
催
に
つ

い
て

会
報
編
集
部

◇
編
集
会
議

　
８
月
６
日（
木
）19
時
〜

　
・
８
月
号
の
編
集
校
正

　
８
月
25
日（
火
）19
時
〜

　
・
９
月
号
の
企
画

　
９
月
３
日（
木
）19
時
〜

　
・
９
月
号
の
編
集
校
正

防
犯
部

◇
一
斉
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　
８
月
４
日（
火
）19
時
30
分
〜

三
丁
目
東
9
名
　
三
丁
目
西
11
名

四
丁
目
10
名
　
五
丁
目
5
名

六
丁
目
10
名
　
八
丁
目
6
名

九
丁
目
16
名
　
　
　
計
67
名

　
◇
次
回
・
次
々
回

　
　
一
斉
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　
９
月
１
日（
火
）19
時
30
分
〜

　
10
月
６
日（
火
）19
時
〜

◇
部
会

　
８
月
19
日（
水
）19
時
〜

・
そ
の
わ
夏
祭
り
の
件
　

・
青
パ
ト
に
関
す
る
件（
同
乗

者
に
つ
い
て
）

・
防
犯
講
演
会
の
件

・
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
件

婦
人
部

◇
部
会

　
８
月
８
日（
土
）17
時
〜

　
９
月
４
日（
金
）10
時
〜

◇
園
田
カ
ー
ニ
バ
ル
に
参
加

　
９
月
５
日（
土
）10
時
〜

　
場
所
　
園
田
競
馬
場（
６
頁
参
照
）

◇
バ
ス
ツ
ア
ー
受
付

　
９
月
25
日（
金
）10
時
〜

文
化
部

◇
部
会

　
８
月
19
日（
水
）10
時
〜

・
作
品
展
の
日
程
と
大
枠
に
つ

い
て

・
夏
祭
り
に
つ
い
て

・
敬
老
会
に
つ
い
て

◇
次
回
　
部
会
　

　
９
月
17
日（
木
）10
時
〜

環
境
衛
生
部

◇
部
会

　
８
月
18
日（
火
）13
時
〜

・
佐
野
部
長
休
養
中
の
部
運
営

に
つ
い
て

・
夏
祭
り
の
反
省
会

　
◇
次
回
　

　
　
ク
リ
ー
ン
運
動
＆
部
会
　

　
　
９
月
20
日（
日
）９
時
〜

保
健
体
育
部

◇
歩
こ
う
会
下
見

　
８
月
22
日（
土
）８
時
〜

　
・
10
月
度
歩
こ
う
会奈

良
の
下
見

◇
歩
こ
う
会

　
９
月
６
日（
日
）８
時
〜

　「
京
都
嵐
山
　
松
尾
大
社
を
訪

ね
て
」（
３
頁
参
照
）

　
◇
次
回
　

　
体
組
成
測
定
会
＆
部
会
　

　
９
月
19
日（
土
）10
時
〜
＆
11
時
〜

8 2 8 宮城　茂行

〃 3 4 吉中　照代

〃 2 4 桑　健一

会員名（敬称略）丁目　   組     班

新 会 員 紹 介  寄
贈
頂
き
ま
し
た
　

◇
故
古
川
　
久
能
様（
四
丁
目
）

ご
家
族
よ
り
、
供
養
の
た
め
と

金
一
封
を
頂
き
ま
し
た
。

　「
そ
の
わ
夏
祭
り
」
で
の
募

金
は
、

　
金 

1
4
、
2
4
9
円

集
ま
り
ま
し
た
。
ご
協
力
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
は
東
園
田
町
会

が
お
預
か
り
し
、
今
後
行
う

左
記
の
募
金
活
動
の
際
に
加

え
て
提
出
致
し
ま
す
。

　
10
月
　
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
12
月
　
歳
末
愛
の
持
ち
寄

　
　
　
　
り
運
動

　
5
月
　
日
本
赤
十
字
募
金

　
6
月
　
と
も
し
び
の
箱
募
金
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園田 

　
さ
わ
や
か
な
朝
と
共
に
ラ
ジ
オ

体
操
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は

晴
天
に
恵
ま
れ
、
10
日
間
休
む
こ

と
な
く
、
の
べ
734
人（
う
ち
子
ど

も
242
人
、）も
の
参
加
が
あ
り
、
心

和
む
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　
25
日
に
は
、
体
操
中
に
突
然
、

関
東
地
方
で
の
地
震
緊
急
放
送
が

入
り
、
ラ
ジ
オ
が
中
断
、
我
々
は

そ
の
ま
ま
最
後
ま
で
体
操
を
続
け

ま
し
た
が
、
後
に
誤
報
と
判
明
し

安
心
し
ま
し
た
。

　
27
日
か
ら
子
ど
も
達
は
新
学

期
、
体
操
を
済
ま
せ
て
か
ら
登
校

し
て
く
れ
ま
し
た
。
二
学
期
も
頑

張
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と

し
て
、
会
場
に
手
洗
い
、
う
が
い

等
の
ポ
ス
タ

ー
や
、
手
指

の
消
毒
に
乾

燥
性
ア
ル
コ

ー
ル
を
準
備

し
ま
し
た
。

　
　
＊

　
参
加
者
の

皆
さ
ん
、
有

難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操

三
丁
目
東
地
区

８
月
21
日（
金
）〜
30
日（
日
）

　
初
秋
を
肌
身
に
感
じ
る
朝
の
絶

好
の
天
候
。
参
加
者
は
清
々
し
い

表
情
で
参
加
の
チ
ェ
ッ
ク
確
認
。

８
時
30
分
園
田
駅
出
発
。

　
梅
田
８
時
49
分
発
の
特
急
で
桂

駅
へ
。
桂
駅
か
ら
目
的
地
松
尾
駅

へ
。
松
尾
駅
を
降
り
る
と
、
高
さ

14
ｍ
の
巨
大
な
朱
塗
り
の
鳥
居
が

目
に
入
る
。
こ
の
日
は
松
尾
大

社
の
八
朔
祭
。
「
の
ぼ
り
」
が

立
ち
並
ぶ
。

　
行
事
と
し
て
相
撲
場
で
八

朔
相
撲
。
巡
幸
と
し
て
一
般

募
集
の
女
性
の
み
の
神
輿
が

松
尾
大
社
か
ら
嵐
山
・
渡
月

橋
・
野
宮
神
社
経
由
で
松
尾

大
社
に
帰
る
行
事
。

　
大
社
境
内
で
30
分
間
自
由

行
動
と
し
、
そ
の
後
渡
月
橋
へ

と
向
か
う
。

　
30
度
を
軽
く
越
す
残
暑
の

中
、
500
ｍ
を
10
分
か
け
て
歩

く
ス
ピ
ー
ド
で
２
キ
ロ
歩

く
。
こ
の
暑
さ
に
は
、
体
力

が
参
っ
た
。

　
渡
月
橋
に
は
昼
頃
着
。
河

川
敷
で
は
、
女
神
輿
を
迎
え

る
船
渡
し
「
迎
え
太
鼓
」
の

女
性
５
人
が
準
備
。
現
場
で

は
報
道
記
者
、
カ
メ
ラ
マ

ン
、
祭
り
の
バ
ス
ツ
ア
ー

等
、
大
勢
の
観
光
客
が
、
橋

の
上
流
で
の
船
渡
御
行
事
を

見
物
。
私
達
も
一
部
の
行
事

に
立
ち
会
え
、
有
意
義
な
日

で
も
あ
り
ま
し
た
。

９
月
６
日（
日
）　
参
加
54
名

９
月
の
歩
こ
う
会

﹁
松
尾
大
社
か
ら
渡
月
橋
﹂

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

保
健
体
育
部

　
夏
休
み
、
私
は
妹
と
一
緒

に
公
園
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
し

ま
し
た
。
カ
ー
ド
に
ハ
ン
コ

を
お
し
て
も
ら
っ
て
、
第
一
、

第
二
体
操
を
し
ま
す
。
終
わ

っ
た
後
は
と
て
も
気
持
ち
が

良
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
ラ
ジ
オ
体

操
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

︵
園
和
北
小
４
年
　
勢  

若
菜
︶

第23回 作品展の
 　　  お知らせ

日時／11月14日㈯〜15日㈰
　　　午前10：00〜午後4：00
場所／町会2階大ホール

★出展される作品を募集します。
出展される方は11月4日（水）迄
に、お申し込み下さい。

★募集内容
洋画、日本画、書道、写真、木彫、
陶芸、生花、手芸、俳句、短歌、
その他自作品など

－くわしくは回覧にて－
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会
報
400
号
と
そ
の
当
時
を
ふ
り
か
え
っ
て

婦
人
部
長
　
長
尾
　
緑
　

　
400
号（
25
年
前
）当
時
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
駐
車
、
駐
輪

問
題
や
地
震
災
害
対
策
総
合
訓
練
を
365
名
の
参
加
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
昨
年
「
災
害
被
害
者
ゼ
ロ
の
街
を
目
ざ
し
て
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
行
わ
れ
た
避
難
訓
練
で
は
、
１
４
０
０
名
の
参
加
が

あ
っ
た
事
は
皆
様
ご
周
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
講
演
会
、
バ
ス
ツ
ア
ー
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
等
、
婦
人
部
の
活

動
も
目
ざ
ま
し
く
、
今
な
お
私
達
婦
人
部
が
、
し
っ
か
り
と
受
け

継
い
で
い
ま
す
。子
供
会
の
行
事
な
ど
地
域
に
密
着
し
た
記
事
は
、

町
会
報
な
ら
で
は
で
す
ね
。

　
そ
し
て
、
町
会
主
催
の
敬
老
会
に
は
敬
老
該
当
者
713
名
中
360
名

も
の
参
加
が
あ
り
、
そ
の
方
々
の
素
敵
な
笑
顔
が
一
面
を
飾
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
も
紙
面
一
杯
の
笑
顔
が
広
が
る
こ
と
で
し

ょ
う
ね
。
今
後
も
、
町
会
活
動
が
地
域
の
皆
様
と
共
に
発
展
し
て

い
き
ま
す
事
を
願
い
ま
す
。

会
報
600
号
と
そ
の
当
時
を
ふ
り
か
え
っ
て

総
務
部
長
　
志
築
　
芳
和
　

　
会
報
600
号
当
時
私
は
、
介
護
保
険
が
平
成
12
年
４
月

１
日
に
発
足
さ
れ
１
年
目
の
年
で
、
介
護
保
険
と
は
、
ど

の
よ
う
な
仕
組
み
な
の
か
皆
さ
ん
に
ご
説
明
し
て
回
っ

た
こ
と
を
思
い
だ
さ
れ
ま
す
。

　
介
護
保
険
と
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
住
み
慣
れ
た

家
庭
や
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
と
と
も
に
、

で
き
る
だ
け
自
立
し
て
積
極
的
に
社
会
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
く
た
め
に
は
、
各
種

の
在
宅
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
の
設
備
の
み
な
ら

ず
、
高
齢
者
等
の
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
生
活
の
自
立
、
介
護

者
の
負
担
軽
減
に
役
立
つ
福
祉
用
具
の
研
究
開
発
と
普

及
を
目
指
す
。
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
現
在
は
、
在
宅

介
護
よ
り
施
設
入
所
希
望
者
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
の

が
実
情
で
す
。
町
会
員
の
皆
様
は
町
会
活
動
に
ご
参
加

い
た
だ
き
い
つ
ま
で
も
地
域
で
ご
健
康
に
お
過
ご
し
い

た
だ
け
る
よ
う
総
務
部
員
一
同
努
力
い
た
し
ま
す
。

会
報
500
号
と

そ
の
当
時
を
ふ
り
か
え
っ
て

八
丁
目
地
区
長
　
石
田
　

　
昭
和
26
年
６
月
町
会
誕
生
以
来

一
度
も
欠
け
る
事
な
く
発
行
さ
れ

続
け
て
い
る
事
は
全
国
に
誇
れ
る

壮
挙
で
す
。「
人
良
し
」
・
「
環
境

よ
し
」
・
「
交
通
の
便
よ
し
」
の

す
ば
ら
し
い
東
園
田
町
会
に
身
を

置
き
健
康
で
地
区
長
と
し
て
微
力

な
が
ら
も
楽
し
く
活
動
で
き
る
幸

せ
に
感
謝
の
日
々
で
す
。

　
会
報
500
号
の
発
刊
は
平
成
５
年

１
月
で
す
。
当
時
の
世
情
は
普
賢

岳
の
噴
火
、
ソ
マ
リ
ア
の
飢
餓
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大
津
波
、
貴
花

田
の
婚
約
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の

活
躍
等
の
ニ
ュ
ー
ス
で
一
喜
一
憂

し
た
時
代
で
す
。
当
時
私
は
「
生

き
馬
の
目
を
抜
く
」
と
言
わ
れ
た

業
界
で
悪
戦
苦
闘
の
連
続
で
し

た
。
が
、
人
生
で
最
も
充
実
し
た

日
々
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
様

な
状
況
で
し
た
の
で
家
に
は
夜
遅

く
寝
る
だ
け
に
帰
る
毎
日
で
し

た
。
町
会
の
事
は
全
く
無
関
心
で

し
た
。
然
し
今
は
東
園
田
大
好
き

の
一
人
で
す
。
丹
波
篠
山
か
ら
園

田
に
来
て
45
年
、
今
や
第
二
の
ふ

る
さ
と
東
園
田
で
す
。
安
心
、
安

全
の
東
園
田
の
街
づ
く
り
に
、
が

ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

会
報
500
号
と

そ
の
当
時
を
ふ
り
か
え
っ
て

文
化
部
長
　
飯
野
　
さ
ち
子

　
会
報
700
号
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。「
会
報
500
号
と
そ
の
当
時

を
ふ
り
か
え
っ
て
」
と
言
う
こ
と

で
原
稿
の
依
頼
を
受
け
ま
し
た

が
、
園
田
に
住
ん
で
か
ら
平
成
16

年
４
月
に
文
化
部
員
に
な
る
ま
で

30
年
間
町
会
の
企
画
・
行
事
に
は

全
然
参
加
し
た
事
が
な
い
た
め
、

そ
の
当
時
の
町
会
の
事
は
正
直
判

ら
な
い
の
で
何
を
書
い
た
ら
い
い

の
か
困
り
ま
し
た
。
が
、
昭
和
26

年
７
月
町
会
設
立
よ
り
一
回
も
欠

け
る
こ
と
な
く
700
号
を
発
行
し
て

こ
ら
れ
た
偉
業
に
感
銘
い
た
し
ま

し
た
。
平
成
５
年
１
月
が
、
500
号

と
い
う
事
で
そ
の
年
に
成
人
を
迎

え
ら
れ
た
方
も
今
は
36
才
に
な
ら

れ
ま
す
が
、
本
年
に
私
の
娘
が
成

人
に
な
り
、
会
報
に
掲
載
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
を
何
か
不
思
議
な

ご
縁
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
800
号
900
号
と
…
続
い
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

会
報
400
号
と
そ
の
当
時
を
ふ
り
か
え
っ
て

六
丁
目
地
区
長
　
藤
田
　
道
明
　

　
会
報
400
号
が
発
行
さ
れ
た
昭
和
59
年
の
頃
は
、
自
然
林
を
猪
名
川

公
園
の
形
で
残
す
こ
と
が
出
来
、
園
田
駅
の
高
架
化
が
阪
神
間
に
先

駆
け
て
実
現
さ
れ
て
、
緑
豊
か
で
便
利
な
街
づ
く
り
へ
大
き
く
踏
み

出
そ
う
と
し
て
い
た
。

　
私
は
、
引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
住
み
よ
い
街
へ
の

発
展
に
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
。

　「
町
会
報
告
400
号
に
憶
う
」
と
題
し
た
記
念
寄
稿
文
は
、「
自
ら
の
手

で
都
市
ガ
ス
を
引
き
込
ん
だ
町
会
発
足
当
初
の
街
づ
く
り
」
を
最
初

に
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
東
園
田
の
街
づ
く
り
の
第
一
の
課

題
は
水
害
防
止
」
と
指
摘
し
、
水
害
と
の
苦
闘
と
国
に
陳
情
団
を
送

り
猪
名
川
の
改
修
工
事
を
実
現
し
た
努
力
を
強
調
し
て
い
る
。
事
実

こ
の
努
力
が
な
け
れ
ば
、
今
日
の
東
園
田
の
繁
栄
は
有
り
得
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　
又
、
防
災
な
ど
現
在
の
優
れ
た
町
会
活
動
も
、
先
人
達
の
努
力
の

上
に
築
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
地
道
に
努
力
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

会
報
200
号
と
そ
の
当
時
を
ふ
り
か
え
っ
て

保
健
体
育
部
長
　
中
島
　
代
司
子
　

　
202
号（
昭
和
43
年
３
月
）の
一
面
に
「
こ
う
し
て
住
み
良
い
町
づ

く
り
」と
題
し
て
、住
み
良
く
す
る
た
め
の
提
案
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

一
、表
札
に
は
住
所
記
入
を
。

一
、ポ
ス
ト
の
な
い
方
、
壊
れ
た
方
は
整
備
を
。

一
、用
水
路
の
泥
上
げ
を
年
二
回
定
期
的
に
。

一
、ア
パ
ー
ト
に
は
名
前
表
示
の
終
夜
灯
を
。

一
、犬
の
排
便
に
配
慮
を
。

一
、門
灯
の
終
夜
点
灯
を
。

一
、各
地
区
に
集
会
の
場
所
を
。

一
、各
自
の
家
の
周
り
を
綺
麗
に
。

時
代
の
違
い
を
感
じ
る
も
の
と
、「
犬
の
排
便
」
や
「
住
所
表
示
」、

「
門
灯
の
終
夜
点
灯
」
な
ど
昔
も
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
問
題
も
あ

り
、
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。

　
こ
の
時
代
に
は
ま
だ
ご
近
所
同
士
の
繋
が
り
が
あ
り
、
助
け
合

い
の
心
が
あ
り
、温
か
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。私
達
も

「
地
域
の
輪
」
を
大
切
に
心
が
け
、
住
み
良
い
町
づ
く
り
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

会
報
200
号
と
そ
の
当
時
を
ふ
り
か
え
っ
て

三
丁
目
西
地
区
長
　
原
　
美
智
子
　

　
昭
和
42
年
、
200
号
の
ト
ッ
プ
記
事
が
、
子
供
会
結
成
の
ニ
ュ
ー

ス
で
し
た
。
42
年
を
経
た
現
在
、
少
子
化
の
影
響
か
我
が
地
区
の

子
供
会
活
動
が
弱
体
気
味
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
心
痛
め
て
い
ま

し
た
。な
ん
と
か
子
供
達
の
育
成
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
と
の
思

い
で
、
こ
の
夏
休
み
、
上
園
公
園
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
な
い
ま
し

た
。
大
人
に
ま
じ
っ
て
30
人
の
子
供
達
が
集
ま
っ
て
く
れ
た
姿

に
、
希
望
を
感
じ
ま
す
。
こ
の
未
来
を
担
う
子
供
達
に
健
全
な
環

境
を
作
る
使
命
が
我
々
に
あ
る
の
で
は
と
感
じ
ま
す
。会
報
を
読

み
な
が
ら
先
輩
の
皆
様
の
粘
り
強
い
活
動
に
よ
っ
て
今
日
が
あ
る

と
感
謝
し
こ
れ
か
ら
の
町
会
発
展
に
努
力
し
て
行
く
こ
と
を
決
意

致
し
ま
す
。

7
0
0

7
0
0
号
に
際
し
て

号
に
際
し
て 

〜
東
園
田
町
会
の
歩
み

〜
東
園
田
町
会
の
歩
み 

7
0
0
号
に
際
し
て 

〜
東
園
田
町
会
の
歩
み 

会
報
600
号
と
そ
の
当
時
を
ふ
り
か
え
っ
て

　
九
丁
目
地
区
長
　
豊
福
　
俊
英
　

　
100
号
前
の
「
東
園
田
町
会
報
600
号
」
が
発
行
さ
れ
た
平

成
13
年
５
月
号
は
、「
町
会
創
立
50
周
年
」
の
メ
モ
リ
ア

ル
イ
ヤ
ー
の
記
念
号
で
も
あ
り
ま
し
た
。同
年
５
月
20
日

に
は
「
創
立
50
周
年
記
念
式
典
」
が
地
区
会
館
で
挙
行
さ

れ
、
６
月
号
に
創
立
50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
パ
ー
テ
ィ

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。同
時
に
記
念
事
業
と
し
て

「
50
周
年
記
念
誌
」、「
50
周
年
記
念
品
」、「
町
会
会
員
名

簿
」
も
作
成
さ
れ
、
記
念
品
お
よ
び
名
簿
は
町
会
員
全
員

に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、昭
和
55
年
に
竣
工
さ
れ
た
町
会
会
館
は
地
震
に

よ
る
損
傷
も
あ
り
、
50
周
年
と
し
て
大
改
修
が
行
わ
れ
、

２
階
の
ホ
ー
ル
が
土
足
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
の
改
修
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

700
号
発
刊
を
記
念
し
て

防
犯
部
長
　
平
井
　
義
人

　
一
口
に
700
号
と
云
っ
て
し
ま
え

ば
簡
単
で
す
が
そ
れ
等
を
記
事
に

す
る
ま
で
の
編
集
部
長
を
初
め
編

集
委
員
の
皆
様
の
労
苦
に
対
し
多

大
な
る
敬
意
を
表
し
申
し
上
げ
ま

す
。
私
達
会
員
は
何
気
な
し
に
会

報
を
読
ん
で
お
り
ま
す
が
、
そ
の

会
報
に
よ
っ
て
色
々
な
事
を
知
る

事
も
多
く
あ
り
、
そ
の
記
事
の
重

要
性
を
今
さ
ら
な
が
ら
感
じ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
陰
で
は
記

事
の
原
稿
集
め
等
に
苦
労
さ
れ
て

い
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
お

り
ま
す
。
先
日
も
事
務
所
に
用
事

が
あ
り
顔
を
出
し
た
ら
編
集
会
議

中
に
遭
遇
し
ま
し
た
が
そ
れ
を
見

て
毎
月
１
号
か
ら
今
日
ま
で
引
き

継
い
で
こ
ら
れ
た
編
集
部
員
の
皆

さ
ん
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
一
杯

で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
防
犯
部
の

部
長
と
し
て
の
難
し
さ
は
当
事
者

し
か
判
ら
ぬ
事
が
多
々
あ
り
ま

す
。
ま
し
て
防
犯
部
と
異
な
り
、

会
報
は
記
事
に
し
後
々
に
残
っ
て

行
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

考
え
る
と
我
々
会
員
は
そ
の
原
稿

に
も
っ
と
も
っ
と
協
力
し
て
行
か

ね
ば
と
700
号
発
刊
に
際
し
強
く
思

い
ま
す
。

私
の
大
切
で
大
好
き
な
東
園
田

三
丁
目
東
地
区
長
　
北
村
　
育
子

　
結
婚
し
て
、
園
田
に
来
て
45

年
、
当
時
古
川
現
会
長
の
お
父
様

が
町
会
長
を
な
さ
っ
て
お
ら
れ
非

常
に
人
望
の
厚
い
方
だ
と
皆
様
か

ら
お
聞
き
し
て
お
り
ま
し
た
。
北

村
の
母
も
三
丁
目
の
理
事
や
老
人

会
の
事
で
忙
し
く
時
々
私
も
お
手

伝
い
し
て
い
ま
し
た
。
町
会
事
務

所
の
奥
が
座
敷
で
、
会
長
や
役
員

の
人
達
と
お
茶
や
お
菓
子
を
頂
い

た
こ
と
が
な
つ
か
し
く
思
い
だ
し

ま
す
。
駅
も
今
の
よ
う
な
２
階
で

な
く
桜
の
木
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
最
初
に
三
功
ビ
ル
が
出
来

た
時
、
大
阪
に
近
い
所
な
の
に
不

思
議
で
し
た
が
今
は
町
会
も
、
色

々
と
活
動
や
行
事
を
皆
協
力
し

て
、
発
展
し
て
い
る
の
を
誇
り
に

思
い
三
丁
目
東
の
地
区
の
皆
様
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
地
区
長
と
し

て
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご

指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

会
報
300
号
と
そ
の
当
時
を
ふ
り
か
え
っ
て

五
丁
目
地
区
長
　
祇
園
　
三
千
代
　

　
会
報
第
300
号
は
昭
和
51
年
５
月
１
日
発
行
で
今
か
ら
数
え
て

33
年
前
に
な
り
ま
す
。会
報
の
記
事
か
ら
当
時
を
顧
み
ま
す
と

地
区
住
民
の
願
望
で
あ
り
ま
し
た
園
田
地
区
会
館
が
４
月
28
日

に
完
成
、こ
の
日
関
係
者
と
招
待
客
400
名
が
集
ま
り
盛
大
な
落

成
式
が
行
わ
れ
た
模
様
で
す
。
他
に
定
時
総
会
の
事
、
大
久
保

鹿
弌
氏
が
名
誉
会
長
に
な
ら
れ
た
事
、町
会
事
務
所
の
石
川
さ

ん
が
退
任
さ
れ
る
事
、子
ど
も
会
ま
つ
り
の
事
等
が
詳
し
く
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。時
代
と
共
に
そ
の
内
容
も
少
し
ず
つ
変
わ

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、歴
代
役
員
皆
様
方
の
御
活
躍
と
町
会

員
皆
様
方
の
団
結
の
力
が
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
東
園
田
町
会
の
益
々
の
繁
栄
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。

会
報
300
号
と
そ
の
当
時
を
ふ
り
か
え
っ
て

環
境
衛
生
部
長
　
佐
野
　
哲
昭
　

　
昭
和
37
年
に
大
阪
市
北
区
中
ノ
島
か
ら
園
田
の
九
丁
目
に
引

っ
越
し
て
き
た
当
時
は
田
舎
で
し
た
。

　
園
田
駅
は
枕
木
で
囲
ま
れ
、
現
園
和
公
園
の
東
側
に
は
う
ら

寂
し
い
墓
地
が
あ
り
、
平
面
交
差
の
踏
み
切
り
は
不
便
こ
の
上

な
く
、電
車
の
轟
音
や
警
笛
音
は
う
る
さ
か
っ
た
。ま
た
田
ん
ぼ

の
蛙
の
大
合
唱
も
結
構
う
る
さ
か
っ
た
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
前
年
６
月
か
ら
町
名
変
更
が
な
さ
れ
て
「
東

み
な
ぎ

園
田
町
」と
な
り
、
新
し
い
町
会
建
設
の
息
吹
が
漲
っ
て
い
る
時

期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
町
会
報
300
号
の
昭
和
51
年
５
月
は「
園
田
地
区
会
館
」が

オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
で
当
地
区
の
一
大
文
化
拠
点
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
そ
の
３
年
前
の
昭
和
48
年
よ
り
着
工
し
た
「
阪
急
電
鉄

高
架
工
事
」
は
昭
和
55
年
に
完
成
し
て
南
北
交
通
は
一
気
に
便

利
に
な
り
ま
し
た
。
豊
中
、
吹
田
、
空
港
、
名
神
豊
中
、
名
神
尼

崎
、国
道
２
号
線
な
ど
へ
ス
ム
ー
ズ
に
接
続
さ
れ
ま
し
た
。沿
線

の
桜
並
木
も
残
し
て
い
た
だ
き
、
京
阪
神
随
一
の
桜
の
名
所
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
九
丁
目
の
大
崎
重
保
地
区
代
表
が
阪
急

と
の
交
渉
に
ご
尽
力
な
さ
れ
た
賜
物
で
す
。
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●貴方の技術力をチャレンジしてみませんか？ 
■経験者募集中■ 

（株）テクノ・ワン 
東園田町9丁目17-1（園田駅前ビル201） 
TEL（06）6 4 9 8－9 2 0 0

1.制御系ソフト開発（C・C＋＋言語）の経験者 
　特にFPGA・オシロ等使用のソフト開発経験者は優遇いたします。 
2.デジタル機器等の電子回路設計の経験者 
3.アプリケーションソフト開発の経験者 

＊上記の業務経験者を募集しております＊ 

月 火 水 木 金 土 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ○ 　 ○ 

日・祝 受付時間 
午前 9：00～12：00 
午後 1：00～ 7：00

－定休日－ 
日曜日・祝祭日 
金曜日午後 

● 各種保険取扱 ● 労災指定 ● 交通事故 ● 

高  柳 
鍼灸整骨院 

TEL・FAX ： 0 6 － 6 4 9 1 － 3 3 0 9
ローカニシンキュウイチ サーサー オキュウ 

尼崎市東園田町 3 丁目 25 － 2 5  
（園田病院北へ100m東園田郵便局前） 

ZENSHIN
高　柳 

尼崎市営葬儀  

尼崎市指定葬儀業者 

尼崎市営葬儀  

株式会社 

尼崎市東本町3丁目6番地 

0120－44－1159 
06－6481－4411

株式会社 

ご用命・お問い合わせは 

TEL

24
 

時間
 

営業
 

尼崎市指定葬儀業者 

各婦人会の盆踊り

ステージでは吹奏楽の演奏も

園
田
カ
ー
ニ
バ
ル
に

　
　
　
　
参
加
し
て

　
園
田
競
馬
場
に
於
い
て
開
催
さ

れ
た「
園
田
カ
ー
ニ
バ
ル
」は
、早

み
ん
な
の

俳
句
・
川
柳
・
和
歌

俳
句

・
こ
の
町
の

　
　
星
の
さ
さ
や
き
　
町
会
報

・
古
里
の

　
　
球
児
集
ひ
し
　
雲
の
峰

三
丁
目
　
横
山
　
喜
子

・
川
天
狗

　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
　
恐
れ
出
ぬ

・
軒
先
で

　
　
鳴
く
秋
虫
は
　
無
伴
奏

三
丁
目
　
清
水
　
茂

・
川
の
園

　
　
文
化
会
報
　
700
号

・
野
の
墓
へ

　
　
七
草
手
向
け
　
遊
ぶ
子
ら

三
丁
目
　
清
水
　
勝
子

・
酔
芙
蓉

　
　
去
り
行
く
夏
と

　
　
　
　
　
　
　
咲
に
け
り

・
海
に
山

　
　
想
い
出
の
こ
し
　
新
学
期

三
丁
目
　
増
田
み
さ
江

朝
よ
り
大
勢
の
人
々
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
バ
ザ
ー
、
焼
き
そ
ば
等
色

々
な
お
店
が
軒

を
連
ね
て
大
繁

盛
で
す
。
舞
台

で
は
、
可
愛
い

い
子
ど
も
達
の

ダ
ン
ス
や
演
奏

が
続
い
て
、
炎

天
下
に
も
拘
わ

ら
ず
、
た
く
さ

ん
の
方
々
が
客

席
よ
り
温
か
い

拍
手
を
送
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
そ
し

て
最
後
は
15
地

区
そ
ろ
っ
て
の

婦
人
会
の
盆
踊
り
で
す
。
一
般
の

皆
様
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
会

場
い
っ
ぱ
い
の
踊
り
の
輪
は
、
圧

巻
で
す
。
皆
ん
な
が
楽
し
く
集
え

る
「
園
田
カ
ー
ニ
バ
ル
」、
ぜ
ひ
続

け
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す

ね
。
　
　
　
　
　
　（
婦
人
部
）

日
時
　
９
月
５
日（
土
）

　
　
　
10
時
〜
17
時

場
所
　
園
田
競
馬
場

　
武
庫
川
河
川
敷
と
藻
川
河
川
敷

で
、
４
年
毎
に
交
互
に
開
催
さ
れ

る
総
合
訓
練
で
す
。
地
震
や
台
風

な
ど
の
大
規
模
災
害
を
想
定
し

て
、
市
や
陸
上
自
衛
隊
、
県
、
警

察
な
ど
が
合
同
で
被
害
状
況
調
査

の
ほ
か
、
消
火
や
救
助
救
出
な
ど

の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
前
回
の
藻
川
河
川
敷
で
の
総
合

訓
練
は
、
雨
の
為
、
地
盤
が
軟
ら

か
く
な
り
中
止
と
な
り
、
７
年
ぶ

り
の
総
合
訓
練
で
す
。

　
秋
晴
れ
の
中
、
白
井
市
長
の
か

け
声
で
ス
タ
ー
ト
、
女
性
の
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
入
り
、
訓
練
の
流
れ

が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　
水
防
工
法
訓
練
で
越
水
箇
所
の

拡
大
防
止
の
た
め
の
積
土
嚢
工
法

の
競
技
を
見
ま
し
た
。
現
実
の
場

面
で
は
、
雨
や
風
の
中
で
の
大
変

な
作
業
で
す
。
き
び
き
び
と
し
た

動
き
が
印
象
的
で
し
た
。
私
た
ち

の
地
元
、
尼
崎
消
防
団
園
田
地
区

は
、
６
グ
ル
ー
プ
中
２
位
に
な
っ

た
と
聞
き
ま
し
た
。

　
野
外
学
習
と
し
て
、「
ご
み
拾

い
」
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
す
る
小

学
生
や
、
幼
稚
園
児
も
見
学
に
来

て
い
ま
し
た
。

日
時
　
８
月
28
日（
金
）午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
藻
川
河
川
敷（
中
園
橋
南
側
）

平
成
21
年 

尼
崎
市
防
災
総
合
訓
練

大きなマリオがふくらんでいます
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「癌（がん）」

町のお医者さんのコーナー ⑧

五丁目　亀井　保郎

　現在、日本人の死亡原因の第一位は癌
であろう。さて、癌を人工的に作った人が

やまぎわ

いる。東大医学部病理学教授山極勝三郎
このひとである。
　大正４年（1915年）ウサギの耳にコール
タールを塗る。塗ること百日あまりで、
立派な皮膚癌が出来た。「癌出来つ意気昂
然と二歩三歩」はこの時に教授の作られ
た句である。
　さて、この癌を作る実験でも判るよう
に、コールタールを一回や二回塗っても、
癌は出来ない。百日もかかってはじめて
癌が出来ている。つまり同じ刺激が何度
も何度も同じ局所に加えられることによ
って、正常細胞が癌細胞に変わる。
　何の目的でこんなことを書いたかとい
うと、煙草のことである。煙草に関して
は前に一度書いたのだが今一度書いてお
きたい。
　煙草には発癌の作用のあることは熟知
のこと。先のコールタールに含まれるタ
ールも存在する。喫煙も一年や二年では
癌にはならぬ。人によって異なると思う
が、筆者の思う処、20歳で喫煙を始めた
とすると、50歳頃には癌になる。殊にア
ルコールと一緒にやる人は今少し早いの
ではあるまいか。煙草の煙の中の毒物は
アルコールに溶けるとされる。
　今日、年間三万人が
自殺するというが、喫
煙は緩慢なる自殺行為
と見る。　　（つづく）

大谷工務店  
尼崎市東園田町4丁目6の1

しんせつ
ていねい！速い！

事務所（06）6493－8134 
自　宅（06）6493－7166

畳殺虫、殺菌、乾燥機完備 
有限 
会社 宮本畳店 
宮 本 雅 裕  

畳・敷物・内装工事一式 
小鳥・金魚・飼料 

営業所 阪急園田駅前 
工　場 尼崎市善法寺町24-13 
 

TEL 6491－9636 
TEL 6491－5009 
FAX 6491－0017

谷口整骨院 
日曜・祝日　診療 

◎各種保険取扱い 
◎交通事故・労災指定 

東園田町4丁目95-9

診療時間 
午前 9：00～12：30 
午後 4：00～  9：00 
   土曜日・日曜・祝日 
午前 9：00～12：30 
午後 4：00～  7：00

木曜休診 
TEL 
FAX 6498-6816
阪急園田駅前 

東園田店へ 
尼崎市東園田町5－35　園田中央商店街 

06－6495－2504
フリーダイヤル 

FAX

いち に さん し きゅう に 

至
梅
田 

弥
生
線 

至
塚
口 

東園田橋 

園
田
橋 

フ
ァ
ミ
リ
ー
家
具 

駐
車
場 

佐
苔
材
木
店 

酒
屋 

園
田
八
丁
目 

郵
便
局 

園
田
橋
線 

〒 

亜由三 

阪急園田駅より徒歩5分 

阪急 
園田駅 亜 由 三  

貸し切り・レッスン 毎日 予約制 
1 時～ 5 時 1ドリンク1品 1,000円 
5時～11時 1ドリンク1品 1,500円 

－年中無休－ 

尼崎市東園田町8丁目110－10

いつでも貸し切りOK！ 

あ 　 ゆ 　 み  

朝 
昼 
夜 
★軽食と家庭料理の付き出しいろいろ。 
★昼から夜に切りかえは、追加500円のみです。 

ナツメロから新曲まで 
第2水曜日 
第4水曜日 

700円 

9時30分～ 
　12時30分 

指　　圧 
沖　  野 

ＴＥＬ 6491－5596
尼崎市東園田町2丁目93－9

　
８
月
29
日
の
晩
に
猪
名
川
河
川

敷
で
花
火
大
会
が
開
か
れ
、
次
々

に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火
に
堤
防

上
に
鈴
な
り
に
な
っ
た
600
人
も
の

観
衆
が
歓
声
を
上
げ
た
。

　
開
会
式
で
は
、
ま
ず
子
ど
も
代

表
３
名
が
開
会
を
宣
言
。
続
い

て
、
共
催
者（
３
つ
の
子
供
会
、
老

人
ク
ラ
ブ
と
町
会
六
丁
目
地
区
）

代
表
者
の
紹
介
が
な
さ
れ
、
代
表

し
て
藤
田
地
区
長
が
、「
今
年
は

子
ど
も
だ
け
で
な
く
地
域
全
体
の

行
事
に
な
る
よ
う
に
考
え
ま
し

た
。」
と
挨
拶
。

　
20
種
類
計
200
本
の
花
火

が
夜
空
に
大
輪
の
花
を
咲

か
せ
た
。
こ
の
間
約
１
時

間
、
子
ど
も
も
大
人
も
時

が
経
つ
の
を
忘
れ
て
花
火

を
堪
能
し
た
。

　
こ
の
後
、
子
ど
も
た
ち

は
河
川
敷
で
キ
ャ
ン
ド
ル
を
囲
ん

で
手
持
ち
花
火
を
楽
し
ん
だ
。
堤

防
か
ら
見
る
と
、
５
つ
の
大
輪
の

花
が
水
面
に
も
美
し
く
映
っ
て
見

六
丁
目
花
火
大
会

　
今
年
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

影
響
で
休
校
に
な
る
な
ど
の
心
配

も
あ
り
ま
し
た
が
、
例
年
に
も
増

し
て
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
来
て

い
た
だ
き
、
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た

「
お
や
じ
バ
ン
ド
」
の
演
奏
。
会
場

全
体
が
手
拍
子
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
来
年
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を

発
表
す
る
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
、
今
年
の
「
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
東
阪
神
大
会
」
で
、
見

事
銀
賞
を
受
賞
し
た
吹
奏
楽
部
の

演
奏
が
始
ま
り
ま
し
た
。
受
賞
曲

の
演
奏
は
、
さ
す
が
に
き
れ
い
な

音
色
で
安
定
感
も
あ
り
、
聞
き
惚

れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
今
年
は
一
年
生
が
た
く
さ
ん
入

部
し
、
総
勢
61
名
の
大
所
帯
で

す
。
人
数
が
多
い
と
、
ま
と
ま
り

難
い
の
で
す
が
、
と
て
も
一
体
感

が
あ
り
、
夏
休
み
を
返
上
し
て
、

暑
い
中
練
習
を
重
ね
た
、
成
果
の

表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
の

ご
指
導
と
、
温
か
く
見
守
っ
て
い

た
だ
い
た
地
域
の
方
々
に
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
子
ど
も
達
の
演
奏
を
通
し
て
、

私
た
ち
大
人
が
忘
れ
か
け
て
い
る
純

粋
で
一
所
懸
命
な
想
い
が
、
会
場

の
人
た
ち
の
心
に
響
く
、そ
ん
な
素

晴
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

　
今
後
と
も
、
園
田
東
中
学
校
区

の
子
ど
も
達
に
、
温
か
い
ご
声
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

園
田
東
中
学
校
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
執
行
部

た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
８
月
29
日（
土
）

　
　
　
16
時
〜
17
時
30
分

場
所
　
園
田
東
中
学
校
体
育
館

え
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、「
す
ご
く
楽

し
か
っ
た
。
来
年
も
や
っ
て
ね
」

と
言
い
な
が
ら
帰
っ
て
い
っ
た
の

が
印
象
に
残
る
。

600
人
も
の
観
衆
、200
発
の
花
火
に
子
ど
も
た
ち
が
歓
声
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＊地区役員会　

　 8月28日（木）19時～

　　　・夏祭り慰労会

予 子ども達に農業体験

　～稲刈りしましょう

　 9月19日（土）

　　10時30分～（雨天中止）

　消防署北側のたんぼ

お
知
ら
せ

四
丁
目

三
丁
目
東

三
丁
目
西

九
丁
目

つ
つ
し
ん
で

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

小
谷
　
セ
ツ 

様
（
三
丁
目
）

古
川
　
久
能 

様
（
四
丁
目
）

伊
藤
　
喜
佐 

様
（
四
丁
目
）

＊地区役員会　

　 9月9日（水）13時～

＊地区役員会　

　 8月26日（水）14時～

＊地区防犯パトロール
　 8月11日（火）19時 30分～
　 8月18日（火）19時～
＊地区会　
　８月18日（火）19時 30分～
　・夏祭りの反省会と慰労会

＊地区パトロール　
　 8月29日（土）19時 30分～
　・パトロール後、夏祭りの
　　反省会と慰労会
予 地区役員会
　 9月19日（土）19時 30分～

全地区一斉防犯パトロール

全地区一斉クリーン運動

毎月第１火曜日の19時00分より

毎月第３日曜日の９時より

八
丁
目

歌 謡 教 室 
RAKUSYOKAI

楽唱会 
毎火曜日 ＰＭ1：30 
於　町会事務所２Ｆ 

ＴＥＬ 0 7 9 7 －8 4 －7 8 7 7

各人の持ち歌もアドバイスします。 

出　前　迅　速 
仕 出 し 　　　会席折詰 
定休日　毎週火曜日 

但し祝祭日は休みません 

竹　舟 
東園田町5－2 1－1 7 
ＴＥＬ（6491）9803・9903

株式会社 

尼崎市営葬儀取扱店 

0120-33-2459

－総合受付－ 
年中無休・24時間体制 

ニシにゴクらく 

小 園 会 館 
中 園 会 館 
想 　 花 　 苑 
花 金 仏 壇 店 
潮 江 営 業 所 

第29回 サロンコンサート

ピアノ伴 奏/桃井 祐子 ピアノ伴 奏/桃井 祐子 

清原千景・清原久恵

と　き／10月18日（日）PM 2：00～ 

参加費／1,500円 （小・中学生500円） 

（開場PM1：30） 
 ところ／東園田町総合会館 2Fホール 

尼崎市東園田町4丁目94　阪急神戸線「園田」駅北側、駅前交番2F 
会場周辺に駐車場・駐輪場はございません。徒歩でお越し下さい。 

主　　　催／園田・街かどコンサート実行委員会 
後　　　援／尼崎市、尼崎市教育委員会 
企画・制作／玉井敬友事務所 TEL 06-6498-1676

（VOL.3） 

ヴァイオリンコンサートヴァイオリンコンサート

五
丁
目

＊地区役員会　

　 8月１日（土）19時 30分～

六
丁
目

＊地区役員会

　 8月17日（月）19時～

＊六丁目親子花火大会

　 8月29日（土）20時～

予 地区役員会

　 9月14日（月）19時～

防
犯

情
報

「
ひ
っ
た
く
り
に
ご
注
意
！
」

８
月
19
日
〜
24
日
の
間
に

　
東
園
田
町
三
丁
目
で
１
件

　
　
　
　
　
五
丁
目
で
１
件

「
オ
ー
ト
バ
イ
の

　
　
　
盗
難
に
ご
注
意
！
」

８
月
16
日
〜
23
日
の
間
に

　
東
園
田
町
三
丁
目
内
で
１
件

　
　
　
　
　
五
丁
目
内
で
１
件

　
　
　
　
　
六
丁
目
内
で
１
件

（
キ
ー
あ
り
２
件
　
キ
ー
な
し
１
件
）

「
車
上
ね
ら
い
・

  

部
品
ね
ら
い
に
ご
注
意
！
」

８
月
６
日
〜
25
日
の
間
に

　
　
　
田
能
一
丁
目
内
で
２
件

　
東
園
田
町
五
丁
目
内
で
１
件

　
　
　
　
　
六
丁
目
内
で
１
件

　
　
　
　
　
九
丁
目
内
で
２
件

（
車
上
ね
ら
い
は
施
錠
あ
り
が
４
件
）

不
法
駐
輪
は
犯
罪
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。

駐
輪
場
に
預
け
ま
し
ょ
う
。

▼
出
来
る
だ
け
新
し
い
ニ
ュ
ー
ス

を
と
、
月
初
め
の
出
来
事
ま
で
を

掲
載
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め

発
行
日
が
お
か
し
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
今
月
か
ら
毎
月
11
日
を
発

行
日
と
し
ま
す
。

▼
過
去
の
出
来
事
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
予
定
、
計
画
を
も
っ

と
掲
載
し
、
会
員
の
皆
様
に
お
伝

え
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
各

地
区
、
各
部
、
東
園
田
町
内
の
皆

さ
ん
の
予
定
・
計
画
を
、
会
報
編

集
部
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

☆
水
辺
ま
つ
り

日
時
　
９
月
20
日（
日
）10
時
〜
15
時

場
所
　
藻
川
　
中
園
橋
付
近

主
催
　
水
辺
ま
つ
り
実
行
委
員
会

☆
婦
人
部
バ
ス
ツ
ア
ー

　
　「
秋
の
味
覚
狩
り
と

　
　
　
　
や
す
ら
ぎ
の
城
下
町
」

行
先
　
丹
波
さ
さ
や
ま

日
時
　
10
月
２
日（
金
）８
時
15
分
集
合

集
合
場
所
　
町
会
事
務
所
南
側

参
加
費
　
６
、
５
０
０
円

申
込
受
付
　
９
月
25
日（
金
）午
前
10
時

☆
10
月
歩
こ
う
会

　
　「
秋
の
古
都
　
奈
良
散
策
」

日
時
　
10
月
４
日（
日
）

　
　
　
８
時
30
分
集
合

集
合
場
所
　
阪
神
尼
崎
駅
北
側
広
場

（
ご
注
意
！
）

申
込
締
切
　
９
月
30
日（
水
）

交
通
費
　
自
己
負
担（
片
道
860
円
）

22
時
。

月
下
美
人
が

見
事
に


